
白鷺の街自治会 令和元年6月1日　第140号

白

鷺

だ

よ

り

発
行

令
和
元
年
六
月

責
任
者

関
口

保

編
集

白
鷺
の
街
自
治
会

第４６回白鷺の街自治会総会 開催！

挨拶する関口会長議事進行する竹内議長

▼
平
成
三
十
一
年
度
役
員

・
会
長

関
口

保

・
副
会
長

北
村
和
行
・
宮
脇
康
子

・
会
計

多
田
正
春

・
総
務
部
長

有
賀
弘
康

・
生
活
環
境
部
長

安
達
久
美
子

・
防
犯
防
災
部
長

若
松
徳
子

・
文
化
体
育
部
長

乾

健
治

・
広
報
部
長

伊
藤
久
二
子

・
相
談
役

高
橋
正
明
・
宇
多

修

小
野
宏
志
・
赤
井
光
典

竹
内
一
雄

・
顧
問

墨
江
利
昭
・
湯
原
光
雄

長
谷
川
好
美

よろしくお願いします！

決算報告する赤井前会計

第
四
十
六
回
白
鷺
の
街
自
治
会
総
会
が
平

成
三
十
一
年
四
月
十
四
日(

日
）
午
後
一
時
よ

り
自
治
会
館
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
席
者
は
六
十
名
、
委
任
状
百
四
十
名
と

合
わ
せ
る
と
合
計
二
百
名
と
な
り
、
会
員
数

二
百
二
十
五
名
の
三
分
の
二
以
上
を
上
回
り

ま
し
た
の
で
会
則
に
よ
り
総
会
が
成
立
し
、

次
の
各
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

○
第
一
号
議
案

平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

○
第
二
号
議
案

平
成
三
十
度
一
般
会
計
と

空
き
地
管
理
会
計
の
決
算
報
告
及
び

監
査
報
告

○
第
三
号
議
案

平
成
三
十
一
年
度
役
員
（
案
）

○
第
四
号
議
案

会
則
の
一
部
変
更
（
案
）

○
第
五
号
議
案

平
成
三
十
一
年
度
事
業
計
画
（
案
）

○
第
六
号
議
案

平
成
三
十
一
年
度
一
般
会
計
予
算
（
案
）

※
議
案
の
内
容
に
つ
い
て
は
事
前
に
各
戸

配
布
し
て
い
ま
す
。
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▼
文
化
体
育
部
長

乾

健
治

測
量
と
設
計
を
す
る
会
社
に
勤
務
を

し
て
い
ま
す
。
健
康
管
理
と
し
て
家
庭

菜
園
約
２
０
０
㎡
、
約
３
５
種
類
の
野

菜
を
生
ゴ
ミ
・
雑
草
・
虫
た
ち
と
育
て
、

そ
の
た
め
歯
・
眼
、
以
外
は
病
気
知
ら

ず
。文

化
体
育
部
に
当
た
っ
て
、
責
任
に

面
喰
い
つ
つ
慣
れ
な
い
挑
戦
。
お
気
づ

き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
一
報
く
だ

さ
い
。
出
来
る
限
り
採
り
入
れ
ま
す
。

県
南
で
唯
一
過
疎
指
定
を
受
け
、
消

滅
可
能
性
自
治
体
候
補
の
利
根
町
に

あ
っ
て
、
ま
す
ま
す
深
刻
化
す
る
高
齢

化
。
こ
れ
を
受
け
入
れ
つ
つ
充
実
し

た
”
し
ら
さ
ぎ
団
地
”
に
す
べ
く
、
文

化
体
育
部
の
皆
さ
ん
と
任
に
あ
た
り
ま

す
。今

季
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
防
犯
防
災
部
長

若
松

徳
子

今
年
度
の
防
犯
防
災
部
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
若
松
で
ご
ざ
い
ま
す
。

白
鷺
の
街
に
住
ん
で
四
十
年
以
上
が

過
ぎ
ま
し
た
が
こ
の
よ
う
な
大
役
を
仰

せ
つ
か
っ
た
の
は
初
め
て
で
あ
り
ま
す
。

昨
今
の
あ
ち
こ
ち
で
の
自
然
災
害
発
生

や
、
ま
た
色
々
な
事
件
を
耳
に
し
ま
す

と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

未
知
の
世
界
で
不
安
が
一
杯
で
す
が

自
治
会
の
役
員
の
方
々
や
部
員
の
上
原

さ
ん
、
鈴
木
さ
ん
、
相
談
役
の
竹
内
さ

ん
等
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
し
て
、
一
年
間
を
過
ご
せ
た
ら
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

▼
総
務
部
長

有
賀

弘
康

令
和
元
年
の
総
務
部
長
と
し
て
拝
命

し
ま
し
た
十
二
班
有
賀
で
す
。
会
長
を

退
任
し
て
数
年
経
過
し
て
又
、
新
に
自

治
会
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
、
新

人
の
よ
う
な
新
鮮
な
気
持
で
す
。
こ
の

気
持
を
大
切
に
し
な
が
ら
総
務
部
の
皆

さ
ん
と
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

新
任
部
長
挨
拶

▼
広
報
部
長

伊
藤

久
二
子

広
報
部
と
の
ご
縁
は
二
度
目
に
な
り

ま
す
。
十
数
年
前
と
は
「
白
鷺
だ
よ

り
」
の
ペ
ー
ジ
数
も
、
様
式
も
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
読
み
手
と
し
て
の
間
、

そ
れ
は
私
に
と
っ
て
白
鷺
の
街
の
様
々

な
行
事
、
他
地
区
と
の
交
流
、
そ
し
て
、

町
内
の
人
の
動
向
な
ど
を
知
る
大
切
な

ツ
ー
ル
で
あ
っ
た
事
は
変
わ
ら
ず
、

と
も
す
る
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不

足
に
な
り
勝
ち
な
者
に
と
っ
て
大
事
な

情
報
源
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
時
代
に
即
し
た
「
白
鷺
だ
よ

り
」
に
変
わ
っ
て
ゆ
く
と
思
い
ま
す
が
、

主
目
的
は
こ
の
辺
り
に
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
親
し
み
が
あ
り
、

隅
々
ま
で
目
を
通
し
た
い
と
思
う
紙
面

で
あ
る
事
を
願
い
、
高
齢
の
私
も
一
助

に
な
る
よ
う
務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
生
活
環
境
部
長

安
達

久
美
子

こ
の
度
、
生
活
環
境
部
長
を
務
め
さ

せ
て
頂
き
ま
す
安
達
と
申
し
ま
す
。

初
め
て
の
役
で
す
の
で
、
皆
様
に
は

色
々
と
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
役
員
の
方
々
よ
り
御
指
導

を
頂
き
な
が
ら
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
年
一
年
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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令
和
元
年
に
な
っ
て
早
々
の
防
災
訓
練
は
太
陽
が
照
り
付

け
と
て
も
暑
い
日
と
な
り
ま
し
た
。

組
立
式
リ
ヤ
カ
ー
は
す
ば
や
く
出
来
ま
し
た
が
、
そ
の
上

に
担
架
を
乗
せ
負
傷
者
を
運
ぶ
の
は
大
変
な
作
業
だ
と
思
い

ま
し
た
（
負
傷
者
役
の
方
に
は
感
謝
し
て
お
り
ま
す
）
。

今
回
初
め
て
第
一
公
園
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
大
勢
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
防
犯
防
災
部
長

若
松
）

春
の
大
掃
除
実
施

五
月
二
十
六
日
（
日
）
春
の
大
掃
除
を
実
施
し
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ス
で
も
報
道
さ
れ
る
程
の
五
月
と
は
思
え
な
い
全

国
的
猛
暑
の
中
、
百
十
五
名
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

令
和
発
の
大
掃
除
を
無
事
に
終
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
生
活
環
境
部
長

安
達
）

春
の
防
災
訓
練
実
施

◇
利
根
町
の
歴
史
か
ら

徳
川
家
康
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の

戦
勝
の
御
礼
に
、
鹿
島
神
宮
等
に
参

拝
し
た
後
、
下
総
布
川
の
来
見
寺
に

寄
り
ま
し
た
。

当
時
の
来
見
寺
の
日
山
住
職
が
三

河
出
身
で
家
康
と
知
友
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
来
見
寺
に
泊
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
っ

た
と
い
っ
て
も
豊
臣
家
は
残
っ
て
お

り
、
家
康
の
命
を
狙
う
者
た
ち
も
い

た
こ
と
か
ら
、
布
川
城
の
城
館
に
泊

ま
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

家
康
は
、
来
見
寺
を
去
る
時
、
一

本
の
松
を
気
に
入
り
ま
し
た
。
日
山

和
尚
は
、
関
ヶ
原
の
戦
い
の
戦
勝
の

記
念
に
境
内
の
松
を
献
上
し
ま
し
た
。

家
康
は
、
た
い
そ
う
喜
ん
で
、
そ

の
お
礼
に
梅
の
木
を
送
っ
た
の
で
す
。

こ
れ
が
「
松
替
の
梅
」
で
す
。

そ
し
て
、
家
康
が
来
て
見
た
寺
と

い
う
こ
と
で
来
見
寺
に
寺
の
名
を
あ

ら
た
め
さ
せ
、
寺
の
山
門
を
朱
く
塗

る
こ
と
を
許
し
た
の
で
す
。

寺
の
山
門
を
朱
塗
り
に
す
る
の
は
、

特
別
の
許
可
が
必
要
だ
っ
た
の
で
す
。

当
時
、
朱
の
彩
色
は
高
価
で
あ
り
、

徳
川
幕
府
は
、
厳
し
く
統
制
を
し
て
、

質
素
倹
約
等
を
徹
底
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

一
三
班
二
二
七
号

佐
藤
高
市
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し
ら
さ
ぎ
伝
言
板

▼
訃
報

四
月
十
三
日

十
三
班

二
二
六
号

菊
田

政
治

さ
ん

（
享
年
八
十
歳
）

心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

▼
転
入

三
月
十
七
日

十
班

一
四
八
号

久
保
添

隆
資
さ
ん

よ
う
こ
そ
白
鷺
の
街
へ
！

▼
転
出

三
月
三
十
一
日

六
班

九
十
七
号

今
川

英
代
さ
ん

お
元
気
で
！

編
集
後
記

今
号
か
ら
新
年
度
の
体
制
で
す
。
至
ら

ぬ
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
こ
れ

か
ら
一
年
間
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

★
鈴
木

翔

（
す
ず
き

し
ょ
う
）
く
ん

十
班

二
二
〇
号

小
学
校
で
が
ん
ば
り
た
い
こ
と
は
、

体
育
と
勉
強
で
す
。
好
き
な
教
科
は
算

数
で
、
嫌
い
な
教
科
は
国
語
で
す
。
そ

れ
と
、
友
達
を
た
く
さ
ん
作
り
た
い
で

す
。
将
来
の
夢
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
な

る
こ
と
で
す
。

★
佐
藤

莉
子

（
さ
と
う
り
こ
）
さ
ん

十
七
班

二
六
〇
号

将
来
の
夢

美
容
師
に
な
り
た
い

好
き
な
教
科

国
語

音
楽

算
数

嫌
い
な
教
科

今
の
所
な
い
で
す
。

は
じ
め
て
の
小
学
一
年
生
、
友
達
を

た
く
さ
ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

★
宇
多

奏
人

（
う
だ

か
な
と
）
君

四
班

六
十
一
号

好
き
な
教
科

社
会
（
特
に
歴
史
）

部
活

卓
球
部

将
来
の
夢

鉄
道
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

学
校
生
活
に
対
す
る
抱
負

テ
ス
ト
で
良
い
成
績
が
と
れ
る

よ
う
勉
強
を
頑
張
り
た
い

★
大
関

芽
生
子

（
お
お
ぜ
き

め
い
こ
）
さ
ん

十
二
班

一
八
〇
号

好
き
な
教
科

体
育
・
音
楽
・
家
庭
科

部
活

吹
奏
楽
部

将
来
の
夢音

楽
関
係
の
仕
事
に
就
き
た
い

学
校
生
活
に
対
す
る
抱
負

友
達
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
、
勉
強
や

部
活
を
頑
張
り
た
い

６月
6/22(土） 消防団との懇談会

７月
7/6 (土) 臨時役員会（納涼大会打合せ）

7/13(土） 納涼大会実行委員会

7/21(日） 納涼大会準備

7/24(水） 盆踊り練習

7/27(土） 納涼大会

7/28(日） 納涼大会後片付け

社会福祉協議会 会員募集

自
治
会
活
動
予
定

新
小
学
生

新
中
学
生

💗
ぴ
か
ぴ
か
の
一
年
生

💗

今
年
は
白
鷺
の
街
か
ら
二
名
の
小
学

生
、
二
名
の
中
学
生
が
新
入
学
さ
れ
ま

し
た
。
白
鷺
の
街
を
あ
げ
て
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

白鷺の街自治会の桜（4/13撮影）
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